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君
津
市
人
見
土
地
区
画
整
理
組
合
は
、
房
総
の
一
角
に
そ
の
事
業
を
展

開
し
、
輝
か
し
い
成
果
を
挙
げ
た
。
人
見
の
地
は
標
高
六
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の

人
見
山
頂
に
、
旧
一
七
ヵ
村
の
氏
神
で
あ
る
人
見
神
社
（ 

旧
妙
見
社
）
の
鎮

座
が
あ
り
、
そ
の
山
麓
に
は
、
か
つ
て
二
五
ヵ
寺
の
末
寺
を
有
し
た
真
言
宗
豊

山
派
の
人
見
山
青
蓮
寺
が
歴
史
を
伝
え
て
お
り
、
共
に
人
々
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
平
野
部
、
住
居
地
帯
の
中
央
を
、
大
正
四
年
に
開
通
し
た
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
東
方
君
津
駅
、
西
方
青
掘
駅
に
走
っ
て
い
る
。
な
お
、
東
南
か
ら
西
へ

小
糸
川
が
流
れ
、
東
京
湾
に
注
ぐ
河
口
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
海
と
陸
地
を

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
来
か
ら
農
漁
業
が
営
ま
れ
て
き
た
。 

文
政
の
昔
、
海
苔
養
殖
の
始
祖
近
江
屋
甚
兵
衛
翁
の
勧
め
に
よ
り
、
上
総

海
苔
の
産
地
を
成
し
遂
げ
た
。
先
祖
の
先
見
的
な
着
眼
を
守
り
、
幾
多
の
歴

史
を
作
り
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
。 

戦
後
に
お
け
る
経
済
回
復
に
伴
い
、
高
度
成
長
の
渦
中
、
数
多
く
の
問
題

を
研
究
討
議
解
決
し
、
昭
和
三
六
年
八
月
一
〇
日
柴
田
県
知
事
と
白
井
組

合
長
の
両
代
表
に
よ
っ
て
関
係
者
立
ち
会
う
中
で
、
漁
業
権
譲
渡
の
妥
結
調

印
式
が
行
わ
れ
た
。 

回
顧
す
る
に
一
六
〇
年
前
海
苔
養
殖
に
成
功
し
て
以
来
の
生
業
放
棄
も
、

漁
業
者
が
郷
土
の
新
た
な
発
展
と
繁
栄
と
を
願
っ
た
選
択
の
決
断
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
同
月
三
一
日
、
県
と
八
幡
製
鐡
㈱
が
「
君
津
町
人
見

地
先
工
業
用
地
造
成
お
よ
び
分
譲
に
関
す
る
協
定
」の
締
結
を
行
っ
た
。 

漁
業
権
を
譲
渡
し
た
漁
業
者
は
、
転
業
に
第
二
の
職
場
選
定
に
決
断
と
努
力

を
重
ね
、
新
し
い
生
業
に
就
き
、
ま
た
農
耕
地
を
有
す
る
者
は
農
道
灌
配
水

路
の
整
備
事
業
を
施
行
、
農
芸
組
合
を
組
織
し
「
イ
チ
ゴ
そ
の
他
換
金
作
物

栽
培
」
に
精
進
し
て
き
た
。
し
か
し
都
市
化
の
対
応
策
は
、
日
常
の
課
題 

と

し
て
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
時
既
に
君
津
町
で
は
同
三
七
年
九
月
一
八
日

都
市
計
画
区
域
の
指
定
を
う
け
、
行
政
的
に
都
市
作
り
の
方
向
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
た
が
、
人
見
で
は
同
四
二
年
一
〇
月
ニ
六
日
市
街
地
造
成
の
前
提
と 

 

し
て
四
六
ヘ 

ク
タ
ー
ル
の
圃
場
整
備
事
業
の
起
工
式
を
行
い
、
翌
年
七
月
ニ

六
日
に
竣
工
し
、
権
利
証
を
同
四
五
年
三
月
ニ
〇
日
交
付
の
運
び
と
な
っ

た
。 た

ま
た
ま
七
月
一
日
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
集
中
豪
雨
に
よ
り
小
糸
川
が
大

氾
濫
と
な
り
、
堤
防
決
潰
等
に
よ
り
家
屋
の
浸
水
は
勿
論
、
折
角
施
行
し
た

圃
場
整
備
地
も
そ
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
災
害
復
旧
策
に
つ
い
て
協

議
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
小
糸
川
河
川
改
修
工
事
に
よ
る
河
川
の
拡
幅
、
浚

渫
に
伴
う
土
砂
を
盛
土
に
利
用
し
、
同
時
に
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
踏
み

切
る
こ
と
に
決
定
し
、
同
四
七
年
一
二
月
八
日
組
合
設
立
発
起
人
会
が
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
後
会
を
重
ね
、
君
津
市
人
見
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
認

可
申
請
書
を
同
四
九
年
五
月
ニ
八
日
、
友
納
県
知
事
宛
に
提
出
し
、
同
年
七

月
一
一
日
認
可
と
な
り
、
同
月
一
九
日
県
報
に
公
告
さ
れ
た
。 

設
立
の
認

可
公
告
が
完
了
し
た
の
で
、
早
速
総
会
の
運
び
と
な
り
同
年
八
月
一
〇
日
、

君
津
市
人
見
土
地
区
画
整
理
組
合
が
誕
生
し
た
。 

事
業
の
施
行
状
況
の
概
要
は
、
施
行
面
積
六
〇
ヘ 

ク
タ
ー
ル
の
枠
の
な
か

で
、
人
口
計
画
四
，
八
〇
〇
人
、
公
共
・一
般
保
留
地
合
算
減
歩
率
二
四
・一

〇
％
、
組
合
員
数
五
七
五
名
（（当
初
二
二
八
名
）、
総
事
業
費
三
八
億
七
千

三
百
万
円
を
要
し
た
。
工
事
費
の
主
た
る
内
容
は
、
道
路
・
公
園
の
築
造
、
建

物
・
墓
地
の
移
転
、
上
・
下
水
道
の
敷
設
、
街
区
の
盛
土
排
水
・
整
地
等
の
工

事
で
、
優
良
宅
地
と
し
て
の
諸
条
件
を
具
備
す
る
た
め
、
数
度
に
及
び
計
画

が
改
め
ら
れ
た
。 

区
画
整
理
事
業
の
最
も
問
題
の
生
ず
る
換
地
処
分
も
、
関
係
機
関
の
指

導
の
も
と
に
、
役
員
の
努
力
と
地
権
者
の
理
解
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
こ
の
大

事
業
も
平
成
元
年
一
〇
月
一
三
日
知
事
告
示
、
同
二
年
七
月
ニ
日
登
記
完

了
、
同
年
一
〇
月
ニ
・
四
・
五
・
八
日
清
算
金
受
渡
並
び
に
権
利
証
の
交
付
が

行
わ
れ
た
。 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
記
念
誌
「
燦
」
と
し
て
発
刊
し
、
此
の
地
、
堰
下
公
園
に

記
念
碑
を
建
立
し
、
共
に
大
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
魂
を
碑
に
託
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 


